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第 15 回国際ナノテクノロジー総合展 ・ 技術会議（nano tech 2016）開催報告

表 1　nano tech 2016 と同時に開催された展示会

　第 15 回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議
（nano tech 2016）は，2016 年 1 月 27 日から 29
日までの 3 日間例年通り東京国際展示場（東京ビッ
グサイト）東 4 ～ 6 ホールで開催された．主催は
nano tech 実行委員会，事務局は（株）ICS コンベ
ンションデザインが担当した．
　本展示会は，“ ナノテクノロジー ” をテーマとす
る最大級の展示会である．ナノテクノロジー開拓の
機運の醸成がグローバルに始まった 21 世紀初頭か
ら毎年開催され，15 周年を迎えた今年は，23 の国・
地域より 578 企業・団体が参加して開催された．
　ナノテクノロジーは 21 世紀の産業発展の基盤技
術であり，その研究開発では異分野融合，特に応用
産業分野との結びつきが強く望まれている．この展
示会はそうした研究開発と産業化の促進を狙ってい
る．その一環として，シーズとニーズのマッチング
を効果的に行わせるために第 12 回 nano tech から
実施している商談促進ツール「ICS ビジネスマッチ
ングシステム」が今回も運用された．また，nano 
tech 2016 では表 1に示す 10 展示会が同じ東棟の
ホール内で同時開催されており，それぞれの技術分
野間の交流も図られた．
　会場は連日来場者で賑わい，全展示場の 3 日間の
総来場者数は 48,514 名と発表されている．図 1は
ここ数年の来場者の変化で，2010 年の減少はリー
マンショックの影響，2012 年は東日本大震災の影
響があったと推察される．
　また，開催の 3 日間は nano week として，会議棟において，「第 14 回ナノテクノロジー総合シンポジウム（JAPAN 
NANO 2016）」や「産業応用へナノサイエンスとテクノロジーの新展開」など各種シンポジウムやセミナーが開催された．

図 1　3 日間の全展示場総来場者数
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表 2　nano tech の出展者（企業・公的機関等）数の変遷

表 3　出展者検索アイテム（大分類と中分類）の変遷

１．nano tech 2016 の概要

１．１　総合展出展状況

　実行委員会から報告された nano tech 2016 に出展した
企業・公的機関等の数を，過去のデータと比較して表 2
に示す．データ集計タイミングに違いがあり厳密な比較
ではないが，国内出展者数は全体的にやや増加の傾向に
あり，海外からの出展者数は年による変動はあるものの，
全体的には横這いに近い．
　nano tech 2012 以来，本報告では，Web サイトの出展
者検索のデータを基に，技術分野別出展状況をグラフに
して比較してきた．しかし，nano tech 2016 では Web
サイトの出展者検索の分類項目が大きく変更された．表3
に 2012 年から 2016 年までの分類の変遷を示す．
　2016 年は大分類の応用分野が無くなり，2012 年およ
び 2013 年の応用分野の中分類 7 分野がそのまま 2016
年の製品カテゴリーの中分類の 7 分野となっている．
　図 2は製品カテゴリーの 7 分野に登録した出展者数で
あり，国内からの出展と海外からの出展を色分けしてい
る．海外からの出展比率が比較的大きいのは IT& エレク
トロニクスおよび環境・エネルギー分野であり，比較的

少ないのは自動車およびライフ分野である．
　次に，2012 年および 2013 年の応用分野と 2016 年に
おける製品カテゴリーの出展者数を比較してみる．これ
は，2012 年と 2013 年の出展者が応用分野に指定した数
と，2016 年に同じ分野で具体的に技術・製品を展示した
出展者数の比較であり，いわば狙いと実現の関係を比較
していることになろう．
　図 3は，2016 年の製品カテゴリー 7 分野を 2012 年，
2013 年の応用分野と比較して出展者数をグラフにしたも
のである．また，図 4～図 10に 7 分野（中分類）のそ
れぞれについて小分類である具体的な技術・製品項目（検
索項目）毎の出展者数を示す．各図では，図 3と同様に
2012 年，2013 年の応用分野の出展者数を比較のために
表示している．
　図 3から図 10までの年の比較をみると，2016 年の値
はいずれも小さい．狙いと実現の違いと見るべきであろ
うか．図 3で見ると，バイオとライフの分野では両者の
差は小さく，環境・エネルギーと自動車では両者の差が
大きい．また，図 4～図 10を見ると，IT& エレクトロニ
クスとライフの分野では製品項目に多数の新しい項目が
追加されており，ナノテクノロジーの新しい応用分野で
の製品化の進展を窺わせる．
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図 3　2016 年の製品カテゴリーの 7 分野の出展者数と 2012 年，2013 年の 7 応用分野の出展者数

図 4　材料・素材分野における技術・製品項目ごとの出展者数

図 2　製品カテゴリーの 7 分野ごとの出展者数（国内および海外）
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図 6　ナノバイオ分野における技術・製品項目ごとの出展者数

図 7　自動車分野における技術・製品項目ごとの出展者数

図 5　IT& エレクトロニクス分野における技術・製品項目ごとの出展者数
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図 10　その他における技術・製品項目ごとの出展者数

図 9　ライフ分野における技術・製品項目ごとの出展者数

図 8　環境・エネルギー分野における技術・製品項目ごとの出展者数
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１．２　シーズ & ニーズマッチングの活動状況

　今回も運用している「ICS ビジネスマッチングシステム」
は，総合展開催の 2 ヶ月前から Web 受付を行い，開催期
間内の日時を調整して商談を行う仕組みである．
　今回は 4 回目の運用であり，その活用も盛んになって
いる．主催者の報告によれば，マッチングシステム参加
数 868，商談件数 334 でいずれも昨年の倍以上とのこと
である．図 11と図 12に Web サイトの出展者検索から
抽出した出展者の参加登録状況を示す．前回は，出展者
数にたいしてマッチング参加数が約 50% 程度であったが，
今回は出展者のほとんどがマッチングに参加している．
その上，図に示すような出展はせずにマッチングメンバー
としてマッチングに参加している会社等が登録されてい
るので，このマッチングメンバー数を加えるとマッチン
グ参加数は出展者数をかなり上回ることになる．海外か
らの参加の例では，ギリシャとアルジェリアは出展して
いないが，マッチングメンバーになっている．ICS ビジネ
スマッチングシステムが活発に活用されている様子を窺
わせる．

図 11　国内からの出展者数とマッチング参加数

　会場内には A から D までの 4 つのシーズ & ニーズセ
ミナー会場が設けられており，出展者が展示技術や製品
に関する紹介を行い，質疑応答が行われた．このなかの
D 会場は，nano tech 2016 と同じホール内で開催された
3D Printing 2016 の出展者によるセミナー会場である．

１．３　15 周年を迎えた nano tech 2016 の会場で見
えるもの

（１）メインシアターおよびセミナー会場から
　会場内のメインシアターでは初日の午前【15 周年特別
企画】「nanotech Agenda 2020」のシンポジウムが開催
された．nano tech 総合展が始まってから 15 年間のナノ
テクノロジー研究開発進展の上に立って，これから 2020
年に向けて社会や産業への貢献が期待される研究開発の
展開分野として，DDS，分子ロボット，次世代有機薄膜太
陽電池，ソフトマテリアルデザイン，セルロースナノファ
イバーが採りあげられ，それぞれの分野のスペシャリス
トによる講演が行われた．
　メインシアターの初日の午後は「グラフェンスペシャ

図 12　海外からの出展者数とマッチング参加数

メインシアターでのシンポジウム
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ル　次世代カーボン素材の最新状況」が開催され，イギ
リス，ドイツ，アメリカ，日本の各代表が講師となりグロー
バルな取り組み状況が議論された．日本の出だしが遅れ
たグラフェンの研究開発も，ここにきて盛り上がりを見
せていることが，今回の nano tech の特徴の一つと見受
けられる．2 日目の午後後半に「NEDO のナノ炭素材料開
発」のテーマでカーボンナノチューブ実用化のプロジェ
クト関連の報告があり，また，セミナー B 会場では 2 日
目の午前に「グラフェンスペシャル② - 次世代カーボン素
材の最新状況」が開催された．
　メインシアターでは 2 日目午前に，内閣府革新的研究
開発推進プログラム（ImPACT）「進化を越える極微量物
質の超迅速多項目センシングシステム」に関する講演会
が開催された．この ImPACT プログラムについては前回
の nano tech 2015 にこの場所でキックオフシンポジウム
を開催している．今回も引き続き細菌・ウイルスの超高
感度・迅速検出の超小型デバイス等，超微量物質の高速
センシングシステムの実現を目的とするインセクトデバ
イス（昆虫の超高感度物質検知能に匹敵する人工超小型
デバイス）や超微細構造の研究開発の進展が 7 名の講師
により報告された．
　メインシアターでは最終日の午前には，新しく成長し
つつある分野，「バイオミメティクス」のセッションが
NBCI ＊バイオミメティクス分科会 / 高分子学会バイオミ
メティックス研究会によって開かれた．生物の構造・機
能・生産プロセスの知識からものづくりを行うバイオミ
メティクスは，ナノテクノロジー，高度計測，画像処理
などの工学と結びつきながら研究開発が進展している．
NBCI バイオミメティクス分科会は 2015 年 4 月に設けら
れ産業応用促進の活動を開始している．なお，展示会場
では Biomimetics Network Japan のブースにおいて，複
数企業が生物の観察技術や生物を模して作製した構造体
など展示していた．

＊：NBCI：Nanotechnology Business Creation 
Initiative，一般社団法人ナノテクノロジービジネス推
進協議会

（２）新たに設けられた Robotics ゾーン
　nano tech 2016 で は Robotics ゾ ー ン が 新 設 さ れ た．

「この企画はロボット産業発展のためのビジネスプラット
フォームとして開設し，IoT 時代におけるロボット技術の
飛躍的進展と市場成長に貢献する」との趣旨で，約 30 社，
50 小間の規模で展示が行われた．そのなかに科学研究費 
新学術領域研究「分子ロボティクス」のブースがあった．
17 大学と産総研の共同出展である．分子ロボットについ
てはメインシアターの【15 周年特別企画】でも講演があっ
た．単分子の機能設計を行い，その自己集合により，多
数分子をシステマティックに統合して，ボトムアップに
分子ロボットを実現するもので，生体機能を人工的に再

構成するだけでなく，分子レベルの自己修復，自己回復
も可能となり，医療，食料，エネルギーをはじめとして様々
な分野への波及効果は計りしれないという．なお，セミ
ナー D 会場において初日の午後，「ロボティック・シンポ
ジウム 5 年後の世界」が開催され，内閣府 ImPACT プロ
グラム「量子人工脳を量子ネットワークでつなぐ高度知
識社会基盤の実現」のプログラムマネージャーからの「量
子人工脳を目指して」と題する講演などが行われた．ま
さに，異分野融合が行われつつある．

（３）話題分野の動向
　今回の会場で話題を賑わしている分野の展示状況を
拾ってみる．なお，これら分野には nano tech 大賞 2016
受賞の出展（＊印添付）があり，その展示詳細は３章で
紹介する．

a）ナノカーボン
　今回の展示では，ナノカーボンとしてカーボンナノ
チューブ（CNT）とグラフェンの展示が目についた．CNT
は，nano tech 総合展の初期の段階から注目され，その応
用展開が課題とされてきた．会場では数多くの応用製品
が展示された．大手化学メーカの東レ，帝人＊，トーヨー
カラー，大陽日酸などが，インク，コーティング材料，
電子ペーパー用導電性フィルム，3D 形状デバイス，CNT
ヤーン，バイオセンサーなど，様々な応用展開を図って
いる．また，（株）名城ナノカーボン＊のように CNT の素
材そのものの更なる高品質化も進められている．
　一方，グラフェンは上記のセミナー会場の紹介で説明
した通り，出遅れた国内の研究開発が活発化の気運にあ
る．新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）のブー
スでは技術研究組合 CNT 融合新材料研究開発機構（TASC）
が行っている高品質グラフェン（プラズマ CVD による原
子層膜，高分子焼成法による多層膜，液相プロセスによ
る剥離グラフェン・集積膜）の実用化推進状況が展示説
明された．国立研究開発法人産業技術総合研究所でも，
グラフェンの研究を始めており，プラズマ CVD 法による
A4 サイズの低温合成技術を確立した．
　大学関係でもグラフェンの研究開発を行っている研究
室が多い．こうした国内のナノカーボンの研究開発の展
開には，海外の先行開発製品をいち早く紹介し国内の研
究開発に便宜を与えている商社が果たしている役割も大
きい．商社の出展では（株）ニューメタルス エンド ケ
ミカルコーポレーションは海外で早期に開発されたグラ
フェン粉末・水溶液・膜や端部修飾型酸化グラフェン等
を展示していた．また，山本通産（株）は “ 顔料市場 ” な
る場を設けて，世界の CNT その他の顔料，関連する計測・
分析機器，分散機などの情報提供と仲介をしていた．な
お，メインシアターの NEDO「ナノ炭素材料実用化プロジェ
クト」に関する講演のなかで，市場規模について 2013
年時点では CNT：32 億円，フラーレン：29 億円，グラフェ
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森林総合研究所のブース

ン：13 億円であるが，2030 年にはグラフェンが 1000
億円でトップになるとの予測が紹介された．

b）セルロースナノファイバー
　国内に豊富な木材を原料とするセルロースナノファイ
バー（以下 CNF と略称）は前回注目を集めたが，今回も
引き続き会場を賑わした．NEDOの「バイオマスプラスチッ
ク」のコーナーでは，昨年と同じ京都大学，三菱化学（株），
日立造船（株），日本製紙（株）等がそれぞれの応用展
開を目指した開発の進展を展示して賑わいを見せていた．
昨年 nano tech 大賞 2015 で産学連携賞受賞の中越パルプ
工業（株）は，前回の開催時のプレスリリーズで話題と
なった CNF 強化プラスチック（間もなくサンプル販売開
始）をはじめとして，漆と CNF 混合の高岡漆器，CNF 添
加の整髪料・スキンケア化粧品など展示し，更にバイオ
医学分野への応用を目指している．また，とやまナノク
ラスターにオンキョウ（株）が中越パルプ工業の CNF を
使ったスピーカの振動板を展示した．
　今回の展示会では新たに国立研究開発法人森林総合研
究所＊がナノセルロースの生産技術開発の展示を行い，
また，国立研究開発法人産業技術総合研究所プロジェク
ト＊がナノセルロース複合材料を開発し，応用製品を展
示した．
　大阪大学ではナノペーパー・エレクトロニクスと称し
て CNF の電子デバイスへの応用を目指している．具体的
には CNF 透明シートをベースに，ペーパー太陽電池，ペー
パー不揮発性メモリ，ペーパーアンテナなどの実現を図っ
ている．

ｃ）3D プリンティング
　3D Printing 2016 は，nano tech 2016 と同じ会場内で
開催され，セミナー会場 D での講演もあり盛況であった．
2014 年に発足した次世代 3D 積層造形技術総合開発機構
への参加企業や，昨年 nano tech 大賞 2015 で日刊工業新
聞社賞を獲得した（株）マイクロジェットなどが出展し

ている．nano tech 2016 では，（株）リコー＊が 3D プリ
ンティングの医療応用を目指したプリンティングシステ
ムや材料の研究開発を紹介しており，3D プリンティング
技術開発や応用分野の広がりを感じさせた．

（４）産学官連携
　文部科学省のナノテクノロジープラットフォーム事業

（全国 25 の研究機関がナノテクノロジー施設・設備の利
用機会を提供し，イノベーティブな研究，実用化を促進
する）は開始以来 4 年目を迎え，その活用成果も数多く
見聞するようになってきた．ナノテクノロジープラット
フォームのセンターのブースには今回も平成 27 年度の
秀でた利用 6 大成果表彰を受けた研究のパネルが展示さ
れた．（NanotechJapan ニュース記事参照 http://nanonet.
mext.go.jp/topics_gov/?mode=article&article_no=3086）．
最優秀賞は名古屋大学の施設を利用した金沢大学チーム
の「溶出順序を自在に反転できるキラル固定相の開発」
であった．また，受賞成果の一つで国立研究開発法人 日
本原子力開発機構の SPring-8 放射光施設を利用したダイ
ハツ工業株式会社の「水加ヒドラジン酸化触媒の in-situ 
XAFS 解析」は，液体燃料による燃料電池自動車に用いら
れている技術である．（秀でた利用 6 大成果表彰の詳細は
NanotechJapan Bulletin「第 14 回ナノテクノロジー総合
シンポジウム開催報告」記事に紹介）．
　九州大学学術研究都市推進機構（OPACK）のブースは
大学関連のブースのなかで一際目立っていた．そこには
九州大学先端科学技術研究所，最先端有機光エレクトロ
ニクス研究センター，同実用化開発センター，などと共に，
平成 27 年度に設立された同大学学術研究・産学官連携本
部および共同研究部門，それから公益財団法人 OPACK が
集結していた．
　各大学の展示は，年々活気を帯びてきている．研究の
実用化指向が高まり，産学連携の動きが活発化している
様子が窺える．その一環として社会人教育プログラムも
紹介されている．その例として，大阪大学ナノサイエン

九州大学学術研究都市のブース
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図 13　海外からの出展者数の変遷

スデザイン教育センターは，同大学ナノ理工学人材育成
産学コンソシアムの協力を得て社会人教育プログラムを
実施している．870 名を超える修了生を送り出し，13 年
目を迎えるという．

２．海外からの参加

　１．１節の表 2に示したように，今回も海外からの出展
者数は例年並みであるが，会場雰囲気としては多少異変
があった．展示会場内で目立つ存在の外国パビリオンの
中でも一番広い面積を占め目立つ構造であったドイツパ
ビリオンが今回は開設されなかった．政府の補助金が出

なかったためとのことであった．また，昨年はメインシ
アター，一昨年はセミナー会場を終日独占して行ってい
たドイツ紹介のセミナーも行われなかった．しかし，出
展数は昨年を上回っている．ザクセン州（SAXONY）が
例年通りパビリオンを設けており，ここに 13 出展，隣接
して設けられたドイツエリアに 13 出展，更に日欧産業協
力センタの 1 ブースに 7 件，その他と別れて出展していた．
ザクセン州には 40 社近い企業と 20 の研究施設からなる
ヨーロッパ最大の有機 & フレキシブル・エレクトロニク
スのクラスターがある．
　図 13に海外からの出展者数の国別の比較を示す．最近
の 3 年のデータの変遷も織り込んでいる．この表に示す
ように，ドイツは上記事情にも拘わらず出展数で一位を

（左上）韓国，（左下）カナダ，（右上）ドイツ ザクセン州，（右下）タイ
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保っている．
　台湾は，毎年政府が積極的に支援してパビリオンを設
定しており，今回も電子工学・光電子工学，バイオ医薬，
機器開発，材料と伝統産業，エネルギーと環境，政府機
関と非営利団体の 6 つの各領域にわたって出展し，出展
数は前回 2 番の韓国と入れ替わって台湾が 2 番となった．
　韓国は台湾と並ぶ最大級のパビリオン規模の展示を展
開した．以前からカーボンナノチューブの量産体制を保
持している JEIO Co. Ltd では鉄成分を含まない二次電池
用のカーボンナノチューブを開発している．CNT Solution 
Co. Ltd では高分子材料に CNT を分散させた複合材料で，
放熱・電磁遮蔽・静電気防止・自動車部品等の用途の素
材 を 展 開 し て い る． ま た，Cheorwon Plasma Research 
Institute では開発した熱プラズマシステムを用いてグラ
フェン－金属ハイブリッド複合材料を開発している．韓
国のナノカーボンの素材や応用開発に積極的な様子が窺
えた．
　カナダは今回からパビリオン形成の仕組みが変わっ
た と の こ と．2015 年， カ ナ ダ に National Institute for 
Nanotechnology が設立され，カナダ国内全体のナノテ
クノロジーの研究開発，産業化の促進を図ることとなり，
nano tech 2016 のパビリオンへの出展もこの機関がまと
めている．パビリオンには 10 社が出展した．
　タイは例年自国の自然環境の中での人々の暮らしに根
付いたナノテク製品を出展している．今回は，シルクセ
リシンのナノ粒子を含む美容液・クリーム，蚊よけ効果
にある化粧水・パッチ，天然抗菌性合成物の放出量を制
御できる匂い袋，プラスチック製品に適用する抗菌粉末，
農作物用肥料からの栄養分流出を制御するコーティング
技術など，様々なナノテク製品が展示された．
　チェコ共和国では，nano tech 大賞 2014 で特別賞を受
賞したエルマルコ（ELMARCO）社が，受賞の対象となっ
たナノファイバー量産製造装置のラインナッップを用意
して装置販売を行っており，また，エアフィルター，液
体フィルター，高機能テキスタイル，バッテリーセパレー

タ，ヘルスケア，化粧品などのナノファイバー応用製品
サンプルを紹介していた．
　スペインはグラフェンをヨーロッパでは一番早くから
手掛けており，現在主要生産国であると云う．キャパシタ，
インク・塗料，自動車部品，エレクトロニクスなどの応
用分野の開拓も熱心に行っている．日本における販売代
理店は前述の（株）ニューメタルス エンド ケミカルス コー
ポレーションである．

３．nano tech 大賞 2016

　nano tech 2016 の開催 3 日間を通し，2013 年～ 2015
年の nano tech 大賞受賞者インタビュー記事を取りまと
めた冊子『nano tech レジェンド 2013 ～ 2015』が，出
展者全員と希望する参加者に配布された．本冊子は nano 
tech の 15 周年を記念して，nano tech 実行委員会とナノ
テクノロジープラットフォームセンターが共同で制作し
た も の で， 現 在，PDF 版 が Web（http://nanonet.mext.
go.jp/doc/nanotech_legend_2013-2015.pdf/nanotech_
legend_2013-2015.pdf）よりダウンロード可能となって
いる．
　最終日の午後，メインシアターにおいて nano tech 大賞 
2016 の発表と表彰式が行われた．発表に先立ち，nano 
tech 実行委員会の川合 知二委員長より，nano tech 大賞 
2016 の選考について次のような説明があった．
　nano tech 大賞 2016 は，出展された全ブースを対象と
し，審査委員が会場を回って展示内容および聞き取り取
材を行った結果を持ち寄り，委員会で 3 時間にわたる激
論を経て決定した．選考基準は，①先進性と独創性，②
将来商品としての可能性，③その市場性・経済性，である．
　続いて nano tech 大賞，10 部門賞，および日刊工業新
聞社賞の発表と表彰が行われた．次に各賞の授賞者およ
び公表された授賞理由と展示内容を紹介する．

川合 知二 nano tech 実行委員長の選考経緯説明
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■ nano tech 大賞　株式会社リコー
受賞理由：生体磁気計測技術を用いた神経活動検査装置，
細胞を作る 3D 印刷機，急速充放電が可能な新型 2 次電
池など，幅広い分野におけるナノテク技術の応用を賞す．
展示内容：ヘルスケア分野では，生体磁気計測技術に特
に画像処理技術を適用した神経活動を可視化する検査装
置，産業用のインクジェットシステムと医療モデルに最
適なナノコンポジットハイドゲルなどの 3D 造形用ソフト
マテリアルによる臓器モデルを造形例，エレクトロクロ
ミク技術による調光サングラス，などを展示した．グリー
ン分野では，レアメタルフリーな有機正極材料二次電池，
完全固体型色素増感太陽電池モジュールなどを展示した．

■ライフナノテクノロジー賞　帝人株式会社
受賞理由：カーボンナノチューブを長尺の繊維として利
用し，又，ナノファイバーをマスクやスキンシートなど
様々なヘルスケア製品に応用したことを賞す．
展示内容：液晶紡糸・湿式紡糸技術により実現した 100%
カーボンナノチューブ連続繊維，ポリエステルナノファ
イバーのヘルスケアや安全保護製品への展開，リチュー
ムイオン電池・キャパシタ・燃料電池などの高性能化を
狙う溶融紡糸技術によるカーボンナノファイバー，各種
高性能フィルター・高機能メンブレンなどの環境・エネ
ルギー対応製品などを展示した．

■グリーンナノテクノロジー賞　株式会社名城ナノカーボン
受賞理由：高品質で安価なカーボンナノチューブの生産
に成功，これを使ったキャパシタも開発するなど，サス
テナブル社会実現に向けた研究を進めている点を賞す．
展示内容：国立研究開発法人産業技術総合研究所との共
同研究により開発した量産型単層カーボンナノチューブ
を紹介した．長くて綿状に生産され，不純物カーボンや
欠陥が少なく，高純度である．金属型 CNT と半導体型
CNT の分離技術を開発し，それぞれのカーボンナノチュー
ブを提供している．

■独創賞　ヤマハ発動機株式会社
受賞理由：バイクの耐食性・耐熱性を高める独自の表面
処理技術を開発，自社製品に適用した技術を広く普及さ
せようとしている点を賞す．
展示内容：アモルファス構造の酸窒化ケイ素の厚さ数十
nm の薄膜を，Cr メッキやステンレスの部品にコーティ
ングするもので，コーティングは物理的蒸着法である．
耐熱性，耐食性が大幅に向上する．綺麗な干渉色のバイ
クのマフラーが展示されていた．

■新人賞　国立研究開発法人森林総合研究所
受賞理由：次世代素材のセルロースナノファイバーの製
造技術を開発，日本に豊富にある木材の有効活用に貢献
する点を賞す．
展示内容：スギ材を原料として製造したパルプの酵素処
理と湿式粉砕処理によるセルロースナノファイバー製造
技術を開発し，製造技術実証施設で生産規模でのプロセ
ス改良やコスト評価を実施するとともに，製品の性能評
価や安全性確認を行っている．

■功績賞　台湾パビリオン
受賞理由：台湾の幅広く高度なナノテクノロジーを紹介
し，世界のナノテクノロジーに貢献している点を賞す．
展示内容：台湾パビリオンの出展数は前々回の 17，前回
24，今回 27 と連続して増加し，台湾のナノテクノロジー
に関する R&D および応用展開の活性状態が窺える．ナノ
テクノロジーに関する国のプログラムとして進めてきた
R&D の成果を商品化する Bridging Project の設立，ナノ
テクノロジー人材育成プロジェクトなど，国の積極政策
も紹介された．

■産学連携賞　
　公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構
受賞理由：九州大学の研究成果という知的資源の活用と
産業界の事業化需要を結びつけ，産学官の連携と地域経

台湾ブース大賞受賞のリコーのブース
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済の活性化を目指す取り組みを賞す．
展示内容：地元産学官による「九州大学学術研究都市構
想」（平成 16 年 10 月発足）に基づき，九州大学の伊都キャ
ンパスへの統合移転を捉え，その周辺地区に大学を核と
する「知的クラスター」つくりを進めており，既に，水
素エネルギー関連，自動車関連，半導体関連，ナノテク・
バイオ関連の研究・試験施設や企業が着々と集まりつつ
ある．「知の交流・創造活動を促進する地域科学技術シス
テムの構築」「知・住・悠の舞台となる快適空間の形成」
という 2 つの戦略を進めている．

■ビジネスマッチング賞　INNOPSYS（フランス）
受賞理由：ビジネスマッチングシステムを活用して，様々
な出展者，来場者と最も多くの商談アポイントを獲得．
精力的にオープンイノベーションに取り組んだ点を賞す．
展示内容：欧州連合のパビリオン内のブースで，磁気援
用マイクロコンタクトプリンティングというナノパター
ニングの新しいコンセプト提案を紹介した．140nm まで
の微細形状が可能で，特にインク材料はナノパーティク
ル，カーボンナノチューブ，DNA などを含む多様な液体
が可能で，基板としてはガラススライド，プラスチック，
シリコンウエハーなど多種素材に対応できる．自動ナノ
パターニング ソリューションを提供している．

■プロジェクト賞（ライフナノテクノロジー部門）
　産業技術総合研究所プロジェクト：セルロースナノ 
ファイバー補強軽量シューズ
受賞理由：新規ナノテク素材であるセルロースナノファ
イバーをアシックスの運動靴と言う具体的な製品に応用
し，靴の大幅な軽量化を実現した点を賞す．
展示内容：木質からのリグノセルロースナノファイバー
の製造技術と，樹脂に複合化させる技術を開発した．セ
ルロースナノファイバーの軽量・高強度・高弾性という
特長を活かした複合材料は，優れた成形加工性と物性を
発揮している．うちわ，櫛などの応用製品と並んで，運
動靴の靴底が展示されていた．

■プロジェクト賞（グリーンナノテクノロジー部門）
　NIMS プロジェクト：希土類フリーで耐酸化性の高性能
カゴ状熱電材料
受賞理由：高価なレアアースを安価な材料に置き換えた
高性能な熱電材料を開発，熱電材料の広範囲な普及に繋
がる成果を上げたことを賞す．
展示内容：廃熱を電気に変換できる熱電固体素子の広範
普及につながる技術開発である．低熱伝導，高電気伝導，
高ゼーベックという相反する物性要求をフォノン選択散
乱により実現するに際し，希土類金属フリーと耐酸化性
をナノ構造制御により達成した．

■特別賞　日本電子株式会社
受賞理由：独自技術を活用して分解能が世界最高レベル
の透過型電子顕微鏡を開発．ナノテクノロジーの研究加
速に貢献している点を賞す．
展示内容：多彩な電子顕微鏡類，イオンビーム応用装置，
各種分析装置を紹介している．中でも透過電子顕微鏡で
は，世界最高クラスの走査透過像分解能 63pm を実現す
る原子分解能分析電子顕微鏡．また，卓上走査電子顕微
鏡では，直感的な操作で豊富な機能を持ち元素分析もで
きる最先端の SEM を展示した．

■日刊工業新聞社賞　株式会社ティ・ディ・シー
受賞理由：ナノメートルレベルの超精密鏡面加工技術を
開発，スマートフォンや自動車などの性能向上に貢献し
ている点を賞す．
展示内容：面の算術平均粗さ 1nm，平面度 30nm，平
行度 100nm，寸法公差 100nm，角度± 3 秒の超精密
鏡面加工技術を紹介した．加工対象は金属，セラミック
ス，ガラス，半導体，などあらゆる材質である．一例と
して超精密鏡面ロールが紹介された．直径 500mm，長さ
3000nm まで可能で，用途はフィルム成形用金型，ナノ
インプリント用金型等である．

４．おわりに

　各展示は皆それぞれに知恵と努力の成果が凝縮された
魅力あるものであり，膨大な数の展示のなかで 3 日間の
会期中に限られた数しか見て回ることができなかったこ
とは，残念であった．また取材で訪問したブースの話も
紙面の都合で紹介しきれず割愛したとろも多々あること
をご容赦いただきたい．
　15 周年を迎えた nano tech 2016 では，新しい動きが
感じられた．ナノカーボンの研究はアプリケーション展
開を求める活動がグローバルに展開され，特にグラフェ
ンの展示やセミナーが活発であった．将来の市場拡大へ
の期待が高まっている現れであろう．昨年から会場の話
題となった，3D プリンティングとセルロースナノファイ
バーが今回さらに会場を賑わすことになった．新しい産
業分野の展開が始まりつつある．また，分子ロボティク
スという革新的技術領域が生まれつつあり，再生医療な
どのナノ医療の進展と共に，新しい時代の到来に期待し
たい．
　次回の nano tech 2017（http://www.nanotechexpo.jp/
main/）は，2017 年 2 月 15 日～ 17 日（会場：東京ビッ
グサイト）に開催予定である．

（向井 久和）


